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１．2006 年度第 23 回大会報告 

 2006 年度第 23 回大会は、2006 年 12 月 2（土）、3（日）両日にわたり、那須壽会員を世話人と

して早稲田大学文学部（戸山キャンパス）において開催されました。ご報告頂いた方々をはじめ、当

日会場の準備ならびにお手伝いいただいた開催校の皆さまに厚く御礼申し上げます。 

 

２．2006 年度第 23 回総会報告 

 大会２日目に開かれた総会では、笹野悦子会員を議長に選出した後、以下のことが報告され、審議

事項については委員会の提案通り承認、決定されました。 

報告事項 

（１）事務局移転について 

（２）2006 年度活動報告 

    会報の発行（69 号：4 月 4 日、70 号：9 月 16 日、71 号：11 月 11 日） 

    年次大会（2006 年 12 月 2, 3 日、早稲田大学） 

審議事項 

（１）2006 年度決算（別紙参照）※省略 

（２）2007 年度予算（別紙参照）※省略 

（３）次年度大会について 

 

３．今後の学会のあり方について 

 総会においても、ご報告いたしましたが、総会に先立って開催された委員会において、今後の学会

のあり方について、議論になりました。これを受けて、2007 年 3 月 29 日に早稲田大学において臨

時委員会を開催し、①学会を取り巻く状況の変化に即した学会名称に変更を検討する、②長期会費滞

納者の扱いなどメンバーシップの確認を行う、③ホームページの開設など広報活動を充実させる、こ

となどを話し合いました。 

委員会では、現在または今後の学会のあり方（活性化策など）について、広く会員の皆様からのご

意見を募集いたします。ご意見をお持ちの方は、ぜひ封書または電子メールにて事務局までお寄せく

ださい。委員会では、会員の皆様からのご意見も参考に詳細を検討し、具体的提案をとりまとめて次

号会報において発表させていただく予定です。なお、委員会での検討のため、７月９日（月）を〆切

とさせていただきたいと思います。 

 

４．2007 年度第 24 回大会について 

 2007 年度の年次大会は、丸山徳次会員のお世話により 2007 年 12 月 1, 2 日に、龍谷大学大宮校

舎（京都市下京区七条大宮）で開催されることになりました。シンポジウムのテーマは、「哲学にと
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っての社会科学、社会科学にとっての哲学」です。 

 

５．シンポジウム報告者の募集 

 2007 年度年次大会では、12 月 2 日に「哲学にとっての社会科学、社会科学にとっての哲学」と題

して、シンポジウムを開催いたします。つきましては、会員の皆様の中で、このテーマにてシンポジ

ウムでご報告いただける方を募集いたします。希望される方は、６月末日までに事務局までお申し出

ください。 

 

６．会員の異動 

 ※省略 

 

７．会費納入のお願い 

 新年度になりましたので、今年度会費の納入をお願いいたします。払込用紙を同封させていただき

ましたので、郵便振替にてご納入いただきますよう、お願いいたします。なお、過年度分に会費のあ

る方には、あわせて、ご請求させていただいております。 

 年会費は、一般会員 2,000 円、学生会員 1,000 円となっております。 

 郵便振替口座： 00920-2-56364 （加入者名：日本現象学・社会科学会） 

 


